
実技は知ったところがスタート地点で
す。分かったからといって出来るもの
でないのは当然で、直ぐに出来ないか
らと気にする必要はありません。確実
に⾝に付けるための継続練習こそが⼤
切です。皆で楽しく声を出し続けまし
ょう！

体が楽器、⾃然で無理の無い発声という
⾔葉を理解し、⻄洋で発達した歌唱のた
めの発声法を⾝に付けます。お腹から声
を出すとは、響きで歌うとは、そして気
持ちを込めて歌うとはどういうことなの
か、そのためには何に注意し、どこをど
う使って声を出すのか、漠然とではなく
１つずつの技術を確実に⾃分のものとし
ていきます。
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